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７月２５日 いのちであるキリスト ヨハネ１１・１７～２７                        
１．ベタニアという村にマルタとマリア、そして弟のラザロという三人兄弟がいました。イエス様はこの兄弟の家

を何度も訪ね、みことばを語られました。彼らはイエス様を救い主であると、素直に信じていました。  
２．弟のラザロが重い病気にかかり、死にかかっていました。そこで姉のマルタはその事を、人を通じてイエス様

に知らせました。イエス様が来られた時には、もうラザロは死んでお墓に葬られ、四日も経っていました。 
３．「わたしはよみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は死んでも生きるのです。また、生きていてわたし

を信じる者はみな、永遠に決して死ぬことがありません。あなたは、このことを信じますか。」とイエス様は
問われました。 

４．イエス様は、よみがえりの力を信じきれない人々を見て心が激しく震えました。 
５．イエス様のよみがえりの力が現実の実際の力である事を見せるため、お墓に葬られていたラザロを生き返らせ

られました！ 
６．しかし今日、イエス様を救い主と信じているなら、いつかこの体は死んでも、魂は決して死なないのです。 
 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  8月 1日 道であるキリスト ヨハネ 14・1～6                            
１．イエス様は弟子たちに、もうすぐご自分が（十字架にかかって）死なれる事と、その後よみがえられる事を予

告なさいました。 
２．弟子たちは「イエス様は私たちを置いて、一体どこに行ってしまうのだろう？」と心が騒ぎ、とっても不安な

気持ちになりました。 
３．天国についてこんなにハッキリ教えてくれるのは「神の言葉」である聖書だけです！ 
４．イエス様は、心を騒がせなくていい。心配しなくていい。父なる神様を信じ、また、わたしを信じなさい、そ

して、これからひと足先に父なる神様の家、天国に行って、あなたがたのために場所を用意する、と言うので
す！ 

５．それでも、疑い深い（信じるのが遅い）弟子のトマスさんは、まだ不安そうな顔で聞きました。 
６．わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれも父のみもとに行くこと

はできません。」（６節）。神の御子イエス様がそこに「橋」をかけてくださったのです！ご自分が、私たちの罪
の罰を身代わりに受け、大きな十字架の橋をかけて下さったのです！ 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月８日  「つながってる？」  ヨハネ１５・１～８                    

１．ぶどうの木の手入れをする農夫。 

２．木につながることによって実を結ぶ枝。 

３．イエス様はぶどうの木、わたしたちは枝である。 

４．木を通して枝に水や栄養が送られる。 

５．イエス様を通して永遠の命をいただき、神の子とされる。 

６．私たちは互いに枝である。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１５日  「過越」  出エジプト１２・１～１４                         

１．ファラオはイスラエルの人々が故郷に帰ることを許さなかった。 

２．神様はモーセとアロンに過越の計画をお語りになった。 

３．傷のない一歳の雄の小羊を用意しなさい。 

４．その羊を屠り、2本の門柱と鴨居にその血を塗りなさい。 

５．過越を毎年思い出してお祝いしなさい。（過ぎ越しの食事） 

６．イエス様は私たちの救いのために十字架におかかりくださった。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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９月５日 祈りの手 出エジプト 17・８～16                              
１．「みことば」と「お祈り」、この二つはちょうど自転車の前輪と後輪のように無くてはならないものです。 
２．旅を続けるイスラエルの人たちに、アマレク人たちが旅の行く手を邪魔し、戦いをしかけてきたのです！ 
３．ヨシュアさん達が敵と戦っている間、モーセさんは手を天に挙げて、イスラエルが勝つように神様に必死に祈

りました。長い時間祈り続けました。するとだんだん祈り疲れてきました。「ちょっと休憩･･･」と思って祈り
をやめると、敵が勝ってきました。 

４．「いかん、いかん」と思って、また慌てて祈り始めるとイスラエルが勝ってきました。アロンさんとフルさんが
右と左で手を支えたので、モーセさんは最後まで祈り通すことが出来ました。 

５．遂にイスラエルが勝利しました！ 
６．イエス様は「お祈り」について繰り返し、繰り返し、教えられました。「父なる神様の御心ならば、この祈りは

どんなに難しくても、必ずかなえられる！」と、不可能を可能に出来る神様を信じて祈ることです！ 

 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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9月 19日 信じて見上げる 民数記 21・4～9                               
１．エジプトで奴隷となって苦しんでいたイスラエルの民が、神様によって救い出されて、エジプトを脱出するの

です。しかし、その道中にイスラエルの民が、神に不平不満を言いました。 
２．それで神様は、燃える蛇を民の中に送ったのです。その蛇が民をかみ、多くの人が死んでしまいました。 
３．「青銅の蛇を作って、それを旗ざおの上につけなさい。蛇にかまれた者は、それを仰ぎ見れば、生きる。」そし

て実際に、その青銅の蛇を見上げた者は、生きたのです。 
４．イエス様はこの出来事と、ご自分が後に十字架にかけられることを重ねて、ニコデモという人に話されたので

す。 
５．神様の私たちに対する愛。その最大の現れが十字架なのです。イエス様が十字架で死なれたのは歴史的な事実

であり、神様が愛のためにとられた行動です。 
６．だから、十字架を見上げ、イエス様をじっと見つめる時に、ああ自分は大丈夫なんだ、って、心にストンと落

ちるものがあります。別に涙を流すほど感動しなくたっていいんです。よくわからなくてもいいんです。 
 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 26日 罪赦された者として ルカ７・３６～５０                           
１．今日のお話の中には一人の女性が出て来ます。聖書にはその女性について「罪深い女」としか書いてありませ

ん。彼女は一体どんなふうに罪深かったのでしょう。 
２．でも彼女はイエス様のもとで涙を流した時、苦しくて泣いたわけではありませんでした。むしろその逆です。

彼女は嬉しくて泣きました。 
３．しかし、この場面を冷ややかに見ていた人物がいました。イエス様を食事に招いたパリサイ人シモンです。 
４． 金貸しが、二人の人の借金を帳消しにしてあげたけれど、この二人のどちらがたくさん感謝するでしょうと

いって、それはもちろん金額が大きい方だよねと。 
５．イエス様は「この人は多くの罪を赦されています。彼女は多く愛したのですから。」と言われましたが、私たち

が多く愛したから多くの罪が赦されるのではありません。聖書の日本語は少し難しいですが、あくまで、主が
罪を赦してくださったことの方が先なのです。 

６．でも、私たちの罪を帳消しにするために支払われたものがありました。それは他でもない、イエス様のいのち
です。 

 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 


